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ヘ向け

51年度富山県予算スタート
総額=2，060億円

一般会計=1，682億円

オ

住みよい環境づくりをめざす

公害センター

パ
イ
プ
や
ガ
ラ
ス
管
の
並
ぶ
水
質
汚
濁
化
学
分
析
室

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
『
分
析
計

自
慢
の
介
析
機
器
の
ひ
と
つ
だ

県内に発生する公害の監視、研究の中山的機関として昭和46年に股置された

公害センター。小杉町太閉山にある現在の庁舎に移ったのガ47年 8月。総務課

大気標、水質S果、特殊公害課に37名の鵬員ガ働いている。研究障に若い力ガ多

しゅガ特徴。水質や大気の測定事ガ県内あちこちに出動することモ多い(裏表

紙参照〉
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51年度富山県予算スタート

t ー 一一 ー ・県民生活の安定を ! 

;みんなの県政 刊一われる j rv'ーが 3司て品向J、 ・住みよい富山県をつくるために

-富山県に繁栄をもたらすために

.若い世代を育てるためにi 1976・4・もくじ ふるさと・空れ拝見・新湊市 |oj 
成立した地下水採取条例 12 ~ 

硫黄酸化物の改定ブルースカイ計画 13 ; 

土地の売買には届出がいります・富山市 ; 

月間新にフラワーセンター・経営移譲年 1 
金の支給が始まっています 14 t 

物価と家計簿シリーズNo.34

トピックス 2月 l日一29日 18 t 
完成した砺波お泥かんがい事業 |9 ; 



五
十

四
月
一
日
、
昭
和
五
十
一
年
度
の

ーーー田園‘

年
度
予
算
ス
タ
ー
ト

り
を
受
け
た
法
人
関
係
税
の
伸
び
悩

み
か
ら
、
県
税
、
地
方
交
付
税
に
多

ま
た
、

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
財
源

一
般
行
政
事

富
山
県
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

く
を
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

難
に
対
処
す
る
た
め
、

務
費
の
削
減
、
部
、
課
の
統
廃
合
な

五
十
一
年
度
の
県
政
を
支
え
る

の
予
算
は
、

「
愛
と
繁
栄
の
県
政
」

/.¥. 
./...>. 

(厳しい財政事情克服し)

E 輩輯豪華藍
ど
行
政
機
構
の
簡
素
化
や
財
政
の
合

理
化
と
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
な

配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か

県
単
独
補
助
金
を
、
原
則
と
し
て

一

の
県
議
会
に
お
い
て
決
定
を
み
ま
し

た
。

律
に
削
減
し
て
い
ま
す
が

財
政
状

況
が
好
転
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
措

た八度
総二当
額億初
で円比

て特三
O 別
六会四一
O 計 ~'i 般
億等増会
円をの計
と合ーで
なわ、前
っ せ六年

て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は

置
で
す
か
ら
、
県
民
の
皆
き
ん
に
は

県
財
政
の
苦
境
を
理
解
さ
れ
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

今
後
の
経
済
動
向
に
つ
い
て
も
楽

か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
事
情
を

考
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
の
充
実
、
中

観
を
許
き
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
景
気
対
策
の
効
果
が
徐
々
に
浸

透
し
、
ゆ
る
や
か
に
回
復
し
て
い
く

浮も小
揚に企
を、業

み昨施
な年策
い度の
まに強
まお化
lこいに

推て努
移、め

し景る
た気と
経のと

済
の
着
実
な
回
復
を
図
る
た
め
、

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
住
み
よ
い

富
山
県
を
つ
く
る
〉

〈
富
山
県
に
繁

〈
若
い
世
代
を
育

て
る
〉
こ
の
三
大
施
策
を
柱
に
、

H

愛

栄
を
も
た
ら
す
〉

共
事
業
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
な

ど
、
県
民
生
活
の
安
定
に
特
に
配
慮

す
。

こ
の
た
め
、
県
債
を
昨
年
度
の

三
倍
に
増
や
し
、
財
政
需
要
に
あ
て

と
繁
栄
。
へ
向
け
て
今
年
度
の
県
政

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
経
済
不
況
の
あ
お

:予算はこう使われる】

t富山県をつくる
構成費34.4%)

その他

250億円(構成費12.2%)

て
い
ま
す
。

歳出予算総額

2，060億円
1，682億円

105億円

120億円

151 i:意円

-一般会計

・特別会計

.収益会計

・企業会計

若い世代を
518億円
(構成費25.2%
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川 (単位千円)

一般会計歳出予算の目的別内訳

区 分 予算額
前年度 構成比

比(%) (%) 

議会費 534，143 103.0 0.3 

総務費 7，137，803 100.9 4.2 

民生費 7，367，953 103.8 4.4 

衛生費 7，051，982 103.4 4.2 

労働費 1，347，318 107.4 0.8 

農林水産業費 31，040，226 111.0 18.5 

商工費 5，239，702 101.3 3.1 

土木費 30，463，020 119.3 18.1 

警 察 費 10，136，468 112.9 6.0 

教育費 51，250，017 117.7 30.5 

災害復旧費 5，052，574 101.1 3.0 

公債費 6，760，926 130.1 4.0 

諸支出金 1，453，148 125.3 0.9 

予備費 3，400，000 113.3 2.0 

合計 168，235，280 113.4 100.0 

地方譲与税

23憶6千万円

諸収入・その他

88憶2千万円

繰入金

4憶|千万円
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を
き
ら
に
推
進
さ
せ
る
こ
と
を
基
本

に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
、
去
る
二
月

地方交付税

407憶 5千万円

分担金及び負担金

48憶9千万円

国庫支出金

5331漕:円

社
会
福
祉
・保
健
衛
生
の
充
実

生
活
基
盤
の
盤
備

自
然
を
守
り
親
し
む
対
策
の
充
実

県
土
の
保
全

生
涯
教
育
的
権
進

交
通
網
等
の
整
備
促
進

社
会
環
境
の
浄
化

の
整
備

3 

学
校
教
育
の
充
実

【注】

l 億円未満を切り捨ててあ

ります。

-折れ線で示してあるのは、

対前年度比(単位%)です。

青
少
年
の
健
全
育
成

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興



をつくる

内 訳 予算額 上前七(年%度) 

1.社会福祉・保健衛生の充実 17，786 104.2 

(1)心身障害者対策の強化 2，175 105.4 

(2)老人福祉対策の充実 1，504 110.6 

(3)総合母子保健対策の確立 388 102.4 

(4)児童・母子・婦人対策の確立 2，140 110.2 

(5)福祉の充実と生活保護 1，487 100.3 

(6)保健衛生対策の強化 9，781 102.7 

(7)国立医科薬科大学の整備促進 307 95.7 

2.生活基盤の整備 12，886 96.7 

(1)県民生活安定対策の推進 262 91.9 

(2)土地対策の推進 156 126.1 

(3)公害防止対策の充実 1，395 140.6 

(4)過疎・山村地域の振興 557 87.1 

(5)積雪対策の推進 652 92.3 

(6)住宅対策の促進 3，083 76.2 

(7)水資源、の有効利用と上下水道の拡充 6，777 103.9 

3.自然を守り親しむ対策の充実 1，131 58.1 

(1)自然環境の保護 67 30.9 

(2)公園等の整備促進 764 48.2 

(3)花と緑の県づくり推進 299 210.4 

4.県土の保全 17，190 112.4 

(1)河川改修・海岸保全 6，018 107.4 

(2)砂防・治山 6，089 131. 6 

(3)防災対策と災害復旧 5，081 100.4 

5.生涯教育の推進 917 98.8 

(1)社会教育の推進 492 128，7 

(2)芸術文化の振興 425 77.9 

6.交通網等の整備促進 12，066 110.0 

(1)地域交通網の整備 10，104 109.4 

(2)交通安全対策の推進 1，962 113.1 

7.社会環境の浄化 8，935 111 .5 

住みよい富山県をつくる予算総計 70，913 105.0 

重要項目別予算一覧

(単位百万円、百万未満切捨て )

住みよしミ

。
• 

ために
〈住みよい富山県をつくる〉ための予算としては、全

体で709億円、予算総額の34.4広 があてられています。

保
健
衛
生

対
策

マ
成
人
病
予
防
対
策

循
環
器
疾
患
の
第
一

二
次
検
診

対
象
者
の
拡
大
、
ガ
ン
の
集
団
検
診

対
象
者
の
拡
大
、
子
宮
ガ
ン
検
診
車

の
購
入
な
ど
、
検
診
体
制
の
確
立
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

マ
心
身
障
害
者
対
策

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
課
と
婦
人
児

童
課
で
行
っ
て
い
た
障
害
者
に
対
す

る
福
祉
行
政
を
一
元
化
し
、
今
月
一

日
か
ら
「
障
害
福
祉
課
が
」
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
障
害
福
祉
課
が

今
後
の
心
身
障
害
者
対
策
を
進
め
ま

て
ま
ず
、
富
山
市
針
原
地
内
に
建
設

中
の
「
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」

マ
特
定
疾
患
対
策

国
の
制
度
の
ほ
か
に
県
単
独
で
実

施
し
て
い
る
対
象
疾
患
を
お
疾
患
か

ら
幻
疾
患
に
増
や
し
て
お
り
ま
す
。

マ
献
血
の
推
進

増
大
す
る
医
療
用
血
液
需
要
に
対

処
す
る
た
め
、
献
血
者
登
録
制
度
の

強
化
、
献
血
者
に
対
す
る
血
液
検
査

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
幅
広
い
献
血
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

富山市針原地内の広大な敷地 に建設が急がれるく社会福祉総合セン

ター〉写真は移転建築中の高志学園

の
う
ち
、
日
年
度
の
肢
体
不
自
由
児

施
設
に
続
き
、
肢
体
不
自
由
児
養
護

学
校
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
の
建

設
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

マ
病
院
施
設
等
の
整
備

国
立
富
山
医
科
薬
科
大
学
の
開
学

を
機
に
、
公
的
病
院
の
施
設
拡
充
に

力
を
注
ぎ
、
県
民
の
健
康
保
持
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
、
看
護
婦

不
足
解
消
の
た
め
「
ナ
|
ス
パ
ン
ク
」

を
発
足
さ
せ
ま
す
。

マ
県
民
生
活
安
定
の
た
め
に

最
泣
の
物
価
は
鎮
静
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
生
活
物
資
の

価
格
監
視
、
便
乗
値
上
げ
の
防
止
、

さ
ら
に
は
消
費
者
へ
の
的
確
な
情
報

提
供
を
行
い
、
消
費
者
保
護
の
施
策

を
進
め
ま
す
。

マ
土
地
対
策

「
国
土
利
用
県
計
画
」
を
つ
く
る

に
あ
た

っ
て
は
、
土
地
需
要
の
調
整
、

公
害
の
防
止
、
自
然
環
境
保
全
な
ど

の
面
か
ら
検
討
し
、
本
県
の
特
性
を

十
分
生
か
し
た
も
の
に
す
る
予
定
で

す
。な

お
、
地
価
は
鎮
静
化
の
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
そ
の

安
定
に
努
め
ま
す
。

4月 |日 「障害福祉課」がスタート蔵堀初代

課長が職員を激励した

障害第 i、第 2と管理の3係に介カ、れ、県の

心身障害者対策を一手に引き受ける

重
度
の
障
害
者
対
策
と
し
て
は

在
宅
障
害
者
に
支
給
さ
れ
る
福
祉
手

当
を
十
月
か
ら
五
千
円
に
ア

ッ
プ

(現
行
四
千
円
)、
ま
た
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
お
け

る
所
得
制
限
を
七
月
か
ら
緩
和
し
、

全
対
象
者
の
六

o
rに
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

そ
の
他
、
新
規
事
業
と
し
て
身
体

障
害
者
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
教
室
、
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

在
宅
の
心
身
障
害
児
に
対
し
て
郡
市

単
位
の
通
園
訓
練
を
行
い
ま
す
。

マ
老
人
福
祉
の
向
上

4 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
に
対
す

る
助
成
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
を

強
化
。
ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
へ
の

日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
広
げ
ま
す
。

マ
児
童
福
祉
対
策

引
き
続
き
保
育
所
、
児
童
厚
生
施

設
等
の
整
備
、
運
営
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

マ
母
子
福
祉
対
策

新
た
に
県
単
独
事
業
と
し
て

「
大

学
入
学
支
度
金
貸
付
制
度
」
(
十
万

円
ま
で
)
を
発
足
さ
せ
た
ほ
か
、
母

子
福
祉
資
金
な
ど
の
貸
付
枠
を
増
や

-
)
土
品
、
し
れ
~
。

ー

マ
公
害
防
止
対
策
の
充
実

か
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ

っ
た
富

山
新
港
臨
海
工
業
地
帯
周
辺
の
グ
リ

ー

ン
ベ
ル
ト
造
成
事
業
が
、
今
年
度

か
ら
四
か
年
計
画
で
、
公
害
防
止
事

業
団
に
よ
り
着
手
さ
れ
ま
す
。

大
気
汚
染
防
止
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
末
に
硫
黄
般
化
物
の
排
出
規
制

基
準
を
見
直
し
改
定
し
ま
し
た

(
日

頁
参
照
)
が
、
今
年
度
は
、
こ
れ
を

受
け
て
、
大
気
環
境
の
一
層
の
改
善

を
閃
り
ま
す
。

水
質
保
全
対
策
と
し
て
は
、
県
内

主
要
公
共
水
域
全
域
に
つ
い
て
、
す

で
に
水
質
汚
濁
に
か
か
る
上
乗
せ
排

水
基
準
の
設
定
を
完
了
し

今
年
度

は
、
環
境
基
準
が
維
持
達
成
さ
れ
る

ょ
う
監
視
を
強
化
し
ま
す
。

5 

カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
田
に
つ
い
て
は

復
元
工
法
を
検
討
す
る
た
め
に
実
験

回
三
か
所
を
新
設
す
る
ほ
か

対
策

地
域
と
し
て
指
定
ず
み
の
神
通
川
右

岸
と
黒
部
市
を
対
象
に
用
排
水
系
統

の
調
査

神
通
川
流
域
を
対
象
に
客

土
母
材
の
予
備
調
査
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。

マ
過
疎
・
山
村
対
策

パ
ス
路
線
維
持
対
策
を
大
幅
に
拡

充
す
る
な
ど
道
路
網
の
整
備
、
交
通

の
確
保
を
重
点
と
し
、

生
産
基
盤
等

整
備
事
業
の
拡
大
、
市
町
村
振
興
基

金
の
重
点
的
配
分
な
ど
に
よ
り
、
総



合
的
な
過
疎

・
山
村
対
策
を
進
め
ま

すマ
水
資
源
の
有
効
利
用
と

上
下
水
道
の
拡
充

将
来
の
水
資
源
確
保
の
た
め
、
現

在
建
設
中
の
も
の
の
ほ
か
、
新
た
に

境
川
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
生
活
用
水

を
確
保
す
る
た
め
、
西
部
お
よ
び
熊

野
川
水
道
用
水
供
給
事
業
の
建
設
を

引
き
続
き
進
め
ま
す
。

ま
た

「
地
下
水
の
採
取
に
関
す

る
条
例
」
に
よ
り
、
地
下
水
の
保
全

と
将
来
の
地
盤
沈
下
予
防
に
取
り
組

み
ま
す
(
ロ
頁
参
照
)
。

に繁栄を

もたらすために
く富山県に繁栄をも た らす〉ための予算とし ては、全体

で約581億円、予算総額の28.2広があてら れてい ます。

重要項目別予算一覧 (単位百万円、百万未満切捨て )

内 訳 予算額 前年度lti%l

1.農林水産業の振興 28，253 109.5 
(1)農業の振興 4，186 105.9 

(2)畜産の振興 740 83.3 

(3)農業基盤の整備促進 19，777 113.0 

(4)林業の振興 2，252 100.5 

(5)水産業の振興 1，296 105.9 

2.中小企業等の振興 9，238 104.4 

(1)中小企業 8，927 104.7 

(2)薬 業 142 97.2 

(3)貿 易 57 104.3 

(4)観 光 111 93.5 

3.労働対策の推進 1，291 107.5 

(1)労働力の確保 682 104.0 

(2)労働福祉の推進 609 111.8 

4.基幹交通網の整備 3，090 118.7 

(1)北陸新幹線と高速自動車道の 179 128.4 

建設促進

(2)幹線道路等の整備 2，911 118.2 

5.産業基盤の整備 16，264 120.8 

(1)工業用地の整備 7，447 125.0 

(2)工業用水道の拡充 3，597 120.8 

(3)港湾施設の整備 3，502 108.3 

(4)流通基地の整備 1，716 132.7 

富山県に繁栄をもたらす予算総計 58，137 112.0 

つ
ぎ
に
、
す
で
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
小
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
は
、
目
下
、
浄
化
セ
ン
タ

ー
用
地
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

地
元
住
民
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば

早
期
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

自
然
を
守
り

親
し
む
対
策

マ
立
山
の
自
然
保
護

立
山
周
辺

の
雷
鳥
を
保
護
す
る
た

め
の
ス
キ

l
規
制
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

立
山
植
生
活
力
度
調
査
の
結
果
を

ま

っ
て
、
将
来
の
自
然
保
護
対
策
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
国
立
公
園

の

美
化
清
掃
事
業
、
三
年
目
を
迎
え
た

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
事
業
な
ど
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

ま
た
室
堂
に
建
設
中
だ

っ
た
「
立

山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年
末

に
ほ
ぼ
完
成
、
こ
と
し
七
月
オ
l
プ

ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
保

護
思
想
の
普
及
と
と
も
に
、
立
山
の

自
然
を
紹
介
す
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
農
業
の
振
興

米
に
つ
い
て
は

わ
が
国
に
お
け

る
優
良
米
の
供
給
基
地
と
し
て
、
今

後
と
も
「
う
ま
い
米
づ
く
り
」
を
推

進
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
に
つ
い
て
は

農
用
地
利
用
増
進
事
業
な
ど
に
よ
り

優
良
農
地
の
確
保
に
努
め
、
「
よ
い

土
づ
く
り
L

の
た
め
に
堆
き
ゅ
う
肥

の
施
用
な
ど
を
進
め
ま
す
。

一
方

マ
花
と
緑
の
県
づ
く
り

「
花
と
緑
の
銀
行
」
の
事
業
と
し

て
新
た
に
道
路
花
壇
の
設
置
に
助
成

し
、
「
花
と
緑
の
県
づ
く
り
運
動
」

を
き
ら
に
推
進
し
ま
す
。

前
年
度
か
ら
造
成
を
始
め
た
「
緑

化
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
緑
化
指
導
館
を
建
設
し
、
年
度

内
に
指
導
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

婦中町上〈つわ田に造成が進められる緑

化センター こと しは指導館を建設す る

(写真はさくらの苗木の植え込み)

マ
生
涯
教
育
の
推
進

「
県
民
大
学
校
」
を
さ
ら
に
充
実

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
年
間
臼
回

「う
ま
い
米
づ
く
り
の
村
L

な
ど
で

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た
優
良
品

種
の
作
付
を
計
画
的
に
広
め
る
と
と

も
に
、
農
作
業
受
委
託
組
織
の
育
成
、

婦
人
米
づ
く
り
教
室
の
開
設
な
ど
の

地
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
農
業
の
中

核
的
担
い
手
を
育
成
し
、
自
立
経
営

の
安
定
に
寄
与
す
る
た
め
、
農
業
近

代
化
資
金
の
内
容
を
改
善
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
野
菜
に
つ
い
て
は
、
指
定

産
地
の
計
画
的
育
成
、
価
格
保
証
制

度
の
改
善
、
出
荷
調
整
対
策
に
よ
り

農
家
の
生
産
意
欲
を
拡
大
し
、
あ
わ

せ
て
生
産
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

の
テ
レ
ビ
ス
ポ

ッ
ト
で
生
涯
教
育
情

報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

マ
社
会
教
育
の
充
実

地
域
社
会
に
密
着
し
た
社
会
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
社
会
教
育
指

導
員
、
公
民
館
指
導
員
を
増
員
し
ま

す
圃

マ
農
業
基
盤
の
整
備
促
進

引
き
続
き

H

ほ
場
整
備
事
業
H

を

進
め
、

H

農
業
構
造
改
善
事
業
。
と
あ

わ
せ
て
生
産
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
る
生
産
の
拡
大
と
所
得

の
向
上
に
加
え
て
、
農
村
生
活
環
境

を
整
備
す
る
た
め
の

H

農
村
総
合
整

備
モ
デ
ル
事
業
。
を
推
進
し
ま
す
。

マ
畜
産
の
振
興

今
年
度
は
飼
料
対
策
に
重
点
を
お

き
、
組
飼
料
の
増
産
と
利
用
の
推
進

と
と
も
に
、
優
良
家
畜
の
導
入
、
畜

産
物
の
流
通
対
策
に
努
め
ま
す
。

マ
水
産
業
の
振
興

沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
を
さ
ら

に
推
進
す
る
と
と
も
に

内
水
面
漁

業
総
合
振
興
事
業

栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
建
設
の
ほ
か
、
漁
業
近
代
化

資
金
の
融
資
枠
を
広
げ
ま
す
。

マ
林
業
の
振
興

引
き
続
き
林
道
の
整
備
、
公
営
造

林
、
林
業
構
造
改
善
を
進
め
ま
す
。

マ
中
小
企
業
対
策

中
小
企
業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
情

中
小
企
業

等
の
振
興

マ
芸
術
文
化
の
振
興

恒
例
の
県
展
、
県
芸
術
祭
に
加
え

て
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
青
少
年
美

術
展
を
聞
き
ま
す
。

県
立
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
基
本

計
画
の
策
定
、
収
蔵
美
術
品
の
収
集

対
策
な
ど
の
建
設
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
、
民

俗
文
化
財
・
天
然
記
念
物
の
調
査
を

行
い
、
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

受
通
安
全

対
策
の
推
進

白

昨
年
一
年
間
の
県
内
の
交
通
事
故

は
、
死
者
数
に
お
い
て
二
ケ
タ
台
に

減
少
す
る
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み
の

安
全
運
動
の
成
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
安
全
思
想
の
普
及
を
徹
底

き
せ
、
都
市
部
を
中
心
と
し
た
交
通

渋
滞
緩
和
対
策
な
ど
、
良
好
な
交
通

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

富
山
市
に
お
け
る
「
交
通
管
制
セ

ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
の

新
五
か
年
計
画
に
よ
っ
て
交
通
安
全

施
設
を
整
備
拡
充
す
る
予
定
で
す
。

勢
に
対
処
す
る
た
め
、

ひ
と
つ
に
は

フ

金
融
の
円
滑
化
に
努
め
ま
す
。

中

小
企
業
安
定
振
興
基
金
」

の
新
設
、

信
用
保
証
協
会
へ
の
出
損
金
の
増
額

に
よ
る
中
小
企
業
者
の
信
用
補
完
の

ゐ
申
ナ

vu
、

コ
片
J
f
A
E
a

ま
た
県
単
独
の
各
種
制
度
融

資
枠
の
拡
大
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

一方、

中
小
企
業
発
展
の
カ
ギ
を

に
ぎ
る
と
さ
れ
る
技
術

・
情
報
面
の

施
策
と
し
て
は
、

ま
ず
業
界
の
協
力

に
よ
る
「
技
術
振
興
基
金
」

の
新
設

技
術
改
善
施
設
資
金
の
融
資
枠
の
拡

「
ゴ
ザ

壬
T

大
が
行
わ
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、

学
技
術
情
報
相
談
所
」
が
開
設
さ
れ

ま
す
。



ま
た
、
中
小
企
業
の
体
質
を
強
化

す
る
た
め
、
高
度
化
事
業
、
設
備
近

代
化
事
業
、
繊
維
構
造
改
善
事
業
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の
近

代
化
の
推
進
、
と
り
わ
け
駐
車
場
の

整
備
に
配
意
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

マ
薬
業
の
振
興

伝
統
産
業
で
あ
る
薬
業
に
つ
い
て

今
月
か
ら
「
医
薬
品
の
製
造
と
品
質

管
理
に
関
す
る
基
準
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
置
販
売

用
医
薬
品
製
造
業
が
中
小
企
業
近
代

(G
M
P
)
 

化
促
進
法
の
指
定
業
種
に
な

っ
た
こ

と
と
あ
わ
せ
、
薬
業
の
体
質
改
善
が

前
進
し
ま
す
。

マ
貿
易
・
観
光
の
振
興

新
規
市
場
の
開
拓
と
ソ
通
、
中
国

な
ど
へ
の
対
岸
貿
易
の
拡
大
を
軸
に
、

貿
易
の
振
興
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

圏
内
の
見
本
市
、
中
近
東
、
東
欧

へ

の
産
業
巡
航
見
本
市
へ
の
参
加
も
積

極
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
多
様

化
に
対
応
し
た
広
域
観
光
事
業
と

P

R
の
強
化
、
四
季
を
通
じ
て
の
観
光

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
構
想
が
た

/ 

て
ら
れ
て
い
る
立
山
山
麓
地
区
へ
の

ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
や
ス
キ
ー
場
の
設

置
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

マ
雇
用
安
定
の
た
め
に

景
気
の
低
迷
か
ら
、
企
業
に
お
い

て
は
求
人
の
手
控
え
、
一

時
帰
休
、

人
員
整
理
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

極
め
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
あ
り
ま

す
。

こ
の
情
勢
の
も
と
で
の
雇
用
安

定
を
図
る
た
め
、
各
種
給
付
金
制
度

の
活
用
、
求
人
開
拓
の
強
化
に
努
め

ま
す
が
、
な
か
で
も
中
高
年
齢
者
、

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
力
を
入

れ
ま
す
。

マ
職
業
訓
練
の
充
実

中
高
年
齢
の
転
職
者
を
対
象
に
し

た
「
能
力
再
開
発
訓
練
」
を
軸
に
、

在
職
者
に
対
す
る
成
人
訓
練
な
ど
、

技
能
の
多
様
化
と
高
度
化
に
適
応
で

き
る
技
能
者
を
養
成
し
ま
す
。

マ
労
働
福
祉
の
推
進

金
融
対
策
を
充
実
し
て
勤
労
者
の

生
活
安
定
を
図
る
ほ
か
、
保
養
セ
ン

タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
、
労
働
福
祉

会
館
の
建
設
に
助
成
し
、
勤
労
者
福

祉
施
設

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

婦
中
町
に
建
設
予
定
の
「
勤
労
者
い

こ
い
の
村
」
の
用
地
買
収
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

一
基
幹
受
通
網
・
産
業

一
基
盤
の
整
備

ま
ず
、
早
期
着
工
が
期
待
さ
れ
る

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
前
年
度
同
額
の
建
設
費
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
さ
ら
に
働
き

か
け
を
続
け
ま
す
。

昨
年
十
月
に
富
山
・
小
杉
聞
の
開

通
を
み
た
北
陸
自
動
車
道
は
、
さ
ら

に
こ
と
し
十
月
、
福
井

・
武
生
聞
の

開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山

以
東
に
つ
い
て
は
、
現
在
用
地
買
収

を
進
め
て
お
り
、
早
期
着
工
を
関
係

方
面
へ
働
き
か
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
北
陸
自
動
車
道
の
整

備
に
伴
い
、
物
資
流
通
量
と
自
動
車

交
通
量
の
大
幅
増
加
や
大
型
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
間

の
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
と
物
資
の
安

定
供
給
を
図
る
た
め
、
現
在
小
杉

I

C
付
近
で
用
地
買
収
を
進
め
て
い

る
「
流
通
業
務
団
地
」
の
造
成
に
着

手
し
ま
す
。

一
般
国
道
に
つ
い
て
は
、
八
号
線

の
渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
、

富
山
・

を
育
て
る
た
め
に

今
年
度
は

「
調
和
の
と
れ
た
学

校
教
育
」
を
重
点
に
施
策
を
進
め
ま

す
。ま

ず
高
等
学
校
で
は
、
全
日
制
の

普
通
科
比
率
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、

通
信
制
の
新
入
学
者
に
月
額
五
千
円

(μ
人
)
を
貸
与
す
る
「
通
信
制
修

学
奨
励
貸
付
金
制
度
」
を
新
設
し
、

定
時
制
を
あ
わ
せ
た
教
科
書
の
無
償

給
与
と
と
も
に
、
勤
労
青
少
年
の
教

育
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
施
設

面
で
は
、
校
舎
の
増
改
築
を
引
き
続

き
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

特
殊
教
育
に
つ
い
て
は
、
在
宅
児

訪
問
指
導
員
の
増
員
、
こ
ま
ど
り
品

園
に
お
け
る
義
務
教
育
修
了
者
の
た

め
の
教
育
派
遣
、
施
設
の
整
備
等
を

行
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
、
保
育
所
連
携
の
実
験
事
業
を
継

続
す
る
ほ
か
、
乳
幼
児
教
育
振
興
研

究
協
議
会
に
お
い
て
幼
児
教
育
全
般

に
わ
た
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
予

定
で
す
。

公
教
育
の
一
翼
を
担
う
私
学
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら

「
私
立
学
校

振
興
助
成
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、
私
立
高
校
や
私
立

幼
稚
園
に
対
す
る
運
営
費
補
助
を
増

額
し
、
助
成
を
強
化
し
ま
す
。

青
少
年
の

健
全
育
成

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は

既
存
の
青
少
年
施
設
の
協
調
体
制
づ

く
り
、
国
立
自
然
の
家
の
誘
致
な
ど

青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

高
岡
バ
イ
パ
ス
の
四
車
線
化
の
早
期

実
現
に
努
め
ま
す
。
ま
た
富
山
・
滑

川
バ
イ
パ
ス
、
小
矢
部
バ
イ
パ
ス
の

建
設
を
促
進
す
る
ほ
か
、
境
バ
イ
パ

ス
、
氷
見
・
高
岡
バ
イ
パ
ス
な
ど
建

設
中
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
整

備
を
促
進
し
ま
す
。

航
空
機
の
ジ
ェ

ッ
ト
化
に
対
処
す

る
た
め
、
富
山
空
港
に

つ
い
て
は
、

現
空
港
の
拡
張
な
ど
施
設
改
良
に
必

要
な
調
査
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
規
需
要
と
地
下
水

規
制
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
神
通
川

工
業
用
水
道
事
業
の
建
設
が
本
格
的

B 

に
進
め
ら
れ
ま
す
。

六
回
目
を
迎
え
る
「
青
年
の
船
」

は
、
十
一
月
に
九

O
名
の
青
年
を
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
し
、
明
日
の
郷
土

を
担
う
青
年
づ
く
り
の
一
翼
と
し
ま

す
。

バC::(

「お
お
や
ま
国
体
」
を
契
機
に

冬
期
間
も
戸
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
県
民
性
を
つ
く
る
た
め
、
国
体
で

使
用
し
た
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

立
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
な
ど
の
施
設
を
開

放
し
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

9 

り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
指
導
面
で
は
、
派
遣
ス

ポ
ー
ツ
主
事
な
ど
の
増
員
。
施
設
面

で
は
、
山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
横

に
グ
一
ブ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
ほ
か
、

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
高
岡
武
道
館

が
今
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

な
お
、
こ
と
し
八
月
の
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
の
う
ち
、
卓
球
、
ホ

ッ
ケ
ー
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
三
競
技

が
本
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
若
人
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
た
め
、
積
極
的
な

協
力
を
行
い
ま
す
。



空から拝見

〔新湊市t

新
湊
市
は
、
水
産
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
が
、
今
や
富
山
・
高
岡
地
区
新
産
業
都
市

の
中
核
と
し
て
、
日
本
海
時
代
開
拓
の
中
心
地
域
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
三
年
四
月
開
港
し
た
富
山
新
港
に
は
、
外
国
船
の
入
港
も
相
次
ぐ
。
背
後
地
帯

に
は
多
く
の
企
業
が
立
地
し
て
い
ち
じ
る
し

い
発
展
を
続
け
、
今
日
で
は
ま
さ

に
日
本
海
随

一
の
雄
大
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

ー
ー
ー
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
都
市
ー
ー
I
l
l

i

-

-

み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
都
市
l

i

l

-

-

ー
ー
ー
明
日
の
人
づ
く
り
を
す
す
め
る
都
市
1

1

1

1

1

1

1

活
気
に
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
都
市
1
1

1

1

を
基
本
的
施
策
と
し
て
、
新
湊
市
は
躍
動
を
続
け
て
い
る
。



成立した

地下水採取条例
なぜ条例が

できたのか

良
い
水
質
、
安

定
し
た
水
温
、
採

取
の
し
易
き
、
こ

の
よ
う
に
恵
ま
れ

た

特

性

を

も

っ

「
地
下
水
L

は

ろ
い
ろ
な
分
野
に

使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら

は、

経
済
の
発
展、

生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り、

工
業
用
、
ビ
ル
冷
房
用

な
ど

の
使
用
量
が
急
増
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
下
水
採
取
が
増
加

し
た
た
め
、

富
山
、
高
岡
な
ど
県
内

ラ

青
い
空
を
と
り
も
ど
す

だ
め
に

富
山
県
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
、
〈
青
い
空
〉
を
と
り
も
ど
す
た

め
の
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
画
」
の
一

環
と
し
て
、
硫
黄
酸
化
物
の
発
生
源

規
制
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
時
の

国
の
環
境
基
準
よ
り
も
は
る
か
に
厳

し
い
環
境
指
導
目
標
値
を
設
定
し
、

各
工
場
に
対
す
る
具
体
的
な
規
制
方

針
ま
で
示
し
た
画
期
的
な
も
の
で
、

以
後
県
内
の
硫
黄
酸
化
物
に
よ
る
大

気
汚
染
が
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
場
で
使
用
す
る
重
油
な
ど
燃
料
中

の
硫
黄
分
を
少
な
く
す
る
と
い
う
規

制
方
法
も
、
そ
の
後
の
急
速
な
低
硫

黄
化
対
策
や
排
煙
脱
硫
装
置
の
開
発

に
よ
っ
て
、
妥
当
な
方
法
と
し
て
一

般
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

よ
り
科
学
的
な
規
制
値
に

今
回
、
こ
の
硫
黄
酸
化
物
に
つ
い

て
の
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
計
画
」
が
改

定
に
な
り
、
よ
り
科
学
的
で
根
拠
の

あ
る
排
出
規
制
が
可
能
に
な
り
ま
し

の
一
部
の
地
域
で
は
、

地
下
水
位
の

異
常
な
低
下
、
海
水
に
よ
る
地
下
水

の
汚
染
な
ど
の

H

地
下
水
障
害
。
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
貴
重
な
地
下

し、

資
源
で
あ
る
地
下
水

の

〈
適
正
な
保

全
と
利
用
〉

の
原
則
を
破
り、

無
秩

序
な
採
取
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
後
と
も
放
置
す
れ
ば
地

不
水
障
害
は
さ
ら
に
進
み
、

地
盤
沈

下
を
す
ら
引
き
起
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

今
回
制
定
さ
れ
た
条
例
は
、
こ

れ

ら
地
下
水
障
害

の
進
行
の
防
止
と
発

，
-o
 

J
人

燃
料
中
の
硫
黄
分
の
規
制
値
は
、

工
場
の
煙
突
か
ら
の
硫
黄
酸
化
物
の

排
出
が
、
現
在
と
将
来
の
大
気
中
に

ど
の
程
度
の
汚
染
を
も
た
ら
す
か、

そ
の
度
合
か
ら
計
算
さ
れ
ま
す
。
今

回
の
改
定
は
、
こ
の
計
算
方
法
が
V

生
の
予
防
を
ね
ら

い
と
し
、
地
下
水

の
大
量
採
取
の
抑
制
な
ど
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
で
す
。

条
例
は
、

公
布
(
三
月
二

七
日

)
と

と
も
に
す
で
に
一

部
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
対
象
と
な
る
地
域
、
採
取

の
基
準
、
届
出
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
別
に
、

告
示
あ
る
い
は
規
則

で
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
こ
れ
ら
が
定
め
ら
れ

た
時
点
で
条
例
が
全
面
的
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
条
例

の

趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

適用は指定地域

内の揚水設備

」
の
条
例
は

県
下
全
域
を
対
象

と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
次
の
条
件

に
あ
て
は
ま
る
地

域
に
限
っ
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

大
気
汚
染
の
実
情
に
合
っ
た
、
よ
り

き
め
細
か
な
も
の
に
改
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
ま
ず
、
将
来
の
汚
染
状
況

を
予
測
す
る
地
域
(範
囲
)
の
計
算
単

位
を
3
l
m
メ
ッ
シ
ュ
か
ら
1
同
メ

ツ

シ
ュ
と
%
に
細
か
く
し
て
精
度
を
高

め
て
い
ま
す
九
ま
た
、
地
域
内
に
あ
ヘ

る
煙
突
の
大
き
き
ゃ
高
き
、
さ
ら
に

は
、
風
の
あ
る
な
し
、
風
向
ま
で
も

細
か
く
考
慮
し
、
よ
り
実
情
に
あ
う

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

れ
に
よ
っ
て
、
環
境
指
導
目
標

値
を
達
成
す
る
た
め
の
硫
黄
分
の
規

制
に
、

一
層
精
確
な
数
値
が
出
せ
る

よ
う
に
な

っ
た
ほ
か
、
よ
り
科
学
的

な
根
拠
と
し
て
、
企
業
側
の
協
力
が

え
や
す
く
な
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
。

f
//

/
 

寸

0
・
O
一六
P
P
M
以
下
」

を
五
十
三
年
度
ま
で
に
達
成

一
方
、
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に

達
成
す
べ
き
硫
黄
酸
化
物
の
環
境
指

導
目
標
値
も
、

一
般
の
理
解
を
え
や

す
い
年
算
術
平
均
値
に
改
め
ら
れ
、

「
0
・
0
一
六

P
P
M
以
下
」
と
き

れ
ま
し
た
。

」
の
目
標
値
を
県
下
全
域
で
等
し

く
達
成
す
る
た
め
、
大
気
汚
染
の
進

規
制
地
域

地
下
水
位
の
異
常
低

下
な
ど

の
地
下
水
障
害
が
発
生
、
ま

た
は
発
生
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
地
域

観
察
地
域

地
下
水
障
害
の
未
然

防
止
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る
地

域

こ
れ
ら
の
地
域
指
定
は
、
新
た
に

設
け
ら
れ
た

「
地
下
水
審
議
会
」
と

市
町
村
長

の
意
見
を
き
い
て
知
事
が

行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
指
定
地
域
内

の
次

の
揚
水
設
備
(井
戸
+
ポ

ン
プ

に
条
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

吐
出
口
が
引
平
方
で
・れ
を
こ
え
る

も
の

地
下
水
を
採
取
す
る
揚
水
設
備

の

う
ち
、
ポ
ン
プ
の
吐
出
口

(
水

の
出

口
の
部
分
)
の
断
面
積
が

幻
平
方
で

灯
を
こ
え
る
も
の
が
対
象
と
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、

口
径
回
ミリ
灯
以

下
の
も
の
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

揚
水
設
備
の
設
置
は
届
け
出
を
/

規
制
地
域

・
観
察
地
域
内
に
揚
水

唱

ん
で
い
る
地
域
ほ
ど
、
ま
た
燃
料
使

用
量
の
多
い
工
場
ほ
ど
、
厳
し
い
規

制
値
が
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
定
計
画
は
今
月
か
ら
実
施

き
れ
て
お
り
、
現
在
、
工
場
等
に
対

す
る
指
導
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

次
に
計
画
の
効
果
を
み
て
み
ま
し
ょ

つ。
汚
染
の
激
し
い
公
害
防
止
計
画
地

域

(富
山
、
高
岡
、
新
湊
三
市
、
婦

中
町
お
よ
び
射
水
郡
)
内
で
は
、
計

画
達
成
時
の
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で

に
、
四
十
九
年
度
比

一
・
二
倍
の
重

油
等
燃
料
使
用
量
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
硫
黄
酸
化
物

の
排
出
量
は
、
逆
に
約
四

O
%減
少
。

0 ・ま
た

O 環
二境
五濃
P 度
P は
M 
てい O 
あ・
つ O
た O
も七
の 1

が、

0
・
0
0
五
1
0
・
0
一
六

P

P
M
に
減
少
す
る
と
い
う
、
大
き
な

改
善
が
期
待
き
れ
る
わ
け
で
す
。

県
で
は
、

〈青
い
空
〉を
守
る
た
め

の
総
合
的
視
野
に
立
ち
、

工
場
等
の

積
極
的
な
努
力
を
求
め
る
ほ
か
、
土

地
利
用
の
適
正
化
な
ど
の
対
策
も
、

併
せ
て
進
め
る
方
針
で
す
。

設
備
を
新
設
し
よ
う

と
す
る
人
は
、

事
前
に
氏
名
、
住
所
、
吐
出
口
の
大

き
き
、
地
下
水
の
採
取
量

・
用
途
な

ど
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
指
定
以
前
に

揚
水
設
備
を
設
置
し
た
人
も
、
指
定

の
日
か
ら
三

O
日
以
内
に
、
同
じ
事

項
を
同
様
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん。

規制地域ては

取水を制限

知
事
は
規
制
地

域
の
指
定
と
あ
わ

せ
て
、
そ
の
地
域

内

の
取

水

基

準

12 

(吐
出
口
の
大
き
き

-地
下
水
の
採
取

量
)
を
定
め
ま
す
。

こ
の
取
水
基
準

に
つ
い
て
も
知
事
は
、
地
下
水
審
議

会
と
市
町
村
長
の
意
見
を
き
く
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

規
制
地
域
内
に
新
設
す
る
揚
水
設

庸
ま
、

(
l
 
取
水
基
準
に
あ

っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
取
水
基
準
に
あ

わ
な
い
揚
水
設
備
に
対
し
て
は
設
置

計
画
の
変
更
な
ど
の
勧
告
が
な
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
観
察
地
域
内
に
は
こ

の
取

水
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
取

水
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

違
反
に
は
取
水
の
一
時
停
止
も

取
水
基
準
に
違
反
し
て
採
取
し
て

い
る
ひ
と
に
対
し
て
は
、

基
準
に
あ

わ
せ
る
よ
う
勧
告
や
命
令
を
し
、
命

令
に
従
わ
な
い
場
合
は
揚
水
設
備
の

使
用
が

一
時
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
寸
。

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
揚
水

設
備

規
制
地
域
へ
の
指
定
以
前
に
設
置

さ
れ
て
い
る
揚
水
設
備
に
つ
い
て
は

地
下
水
に
代
る
他
の
水
源

(
工
業
用

水
道
・
上
水
道
な
ど
」
が
布
設
さ
れ

13 

る
ま
で
は
、
従
前
ど
お
り
採
取
す
る

こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

採
取
量
の
測
定
報
告
を
/

規
制
地
域

・
観
察
地
域
内
で
揚
水

設
備
に
よ
り
地
下
水
を
採
取
す
る
人

で
今
後
規
則
で
定
め
る
人
は、

水
量

測
定
器
で
採
取
量
を
測
定
し
、

結
果

を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

届
出
違
反
に
は
罰
金
が

届
出
違
反
、
命
令
違
反

測
定
報

告
違
反
な
ど
が
あ

っ
た
と
き
は
、
所

定
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。



国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り

土
地
の
売
買
に
は
届
出
が
い
り
ま
す

価
格
安
定
と
正
し
い
土
地
利
用

「
国
土
利
用
計
画
法
」
で
は

定
の
広
さ
以
上
の
土
地
の
売
買
な
ど

(
予
約
を
含
む
)
の
契
約
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
契
約
の
前
に
、
売
る

人
も
買
う
人
も
、
市
町
村
長
を
経
由

し
て
知
事
に
〈
予
定
価
格
〉
や

〈利

用
目
的
〉
を
書
い
た
届
出
書
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

(
届
出
書
は
市
町
村
に
あ

り
ま
す
)
。

ま
た
、
届
出
後
六
週
間
以
内
に
契

約
を
結
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
期
間
に
、
届
出
の
審
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
の
必
要
な
面
積
は
次
の
と
お

り
で
す
。

市
街
化
区
域

二
O
O
O
U
以
上

勧告に
1:tEわ ないとき

) ) 

土地売貫に関する
届出のしくみ

そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

五
O
O
O
U
以
上

都
市
計
画
区
域
以
外

一O
O
O
O
M
以
上

届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
土
地
利
用
審
査
会
の

意
見
を
き
い
て
土
地
取
引
の
中
止
や

取
引
価
格
の
引
き
下
げ
、
な
ど
の
勧

告
を
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
取
引
価
格

が
周
り
の
土
地
価
格
よ
り
高
す
ぎ
る

と
き
や
、
「
土
地
利
用
基
本
計
画
」
に

照
ら
し
て
望
ま
し
く
な
い
と
き
な
ど

で
す
。
勧
告
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い

と
き
は
、
勧
告
内
容
を
住
民
の
方
々

に
公
表
し
て
、
売
買
を
し
た
人
た
ち

が
、
正
し
い
土
地
の
利
用
や
価
格
安

定
に
協
力
し
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ

土地利用審査会

価格お よび利用目 的に

わたる勧告の基準

こ
と
し
一
月
か
ら
、
農
業
者
年
金

の
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が

開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
も
よ
り

の
農
協
に
あ
る

「裁
定
請
求
書
」
に
よ
っ
て
手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

〈農業者年金加入の方ヘ〉

経営移譲年金の支給が

始まっています-早い人は
ことし1月から

農
業
者
年
金
加
入
者
に

農
業
者
で
、
国
民
年
金
を
か
け
て

い
る
人
が
加
入
で
き
る
年
金
が
「
農

業
者
年
金
」
。
こ
の
年
金
を
か
け
て
い

る
と
、
六
十
五
歳
に
な

っ
て
老
齢
年

金
(
国
民
年
金
に
農
業
者
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
す
)
が
も

ら
え
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
に
農
業
経
営
を
移
譲
し
た
場
合
に

も
ら
え
る
「
経
営
移
譲
年
金
」
が
あ

り
、
こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら
初
め

て
の
支
給
が
、
こ
と
し
一
月
か
ら
始

ま

っ
て
い
ま
す
。

支
給
条
件
は

こ
の
経
営
移
譲
年
金
は
、
老
年
に

て
い
た
だ
き
、
批
判
し
て
も
ら
う

と
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
で
土
地
の
売
買
な

ど
の
契
約
を
し
た
り
、
偽
り
の
届
け

出
を
し
た
場
合
は
、
懲
役
ま
た
は
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
土
地
売
買
契

約
の
前
に
必
ず
届
出
を
し
て
下
き
い
。

届
出
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
、
富

山
県
土
地
対
策
課

(8
0
7
6
4

訂
・
4
1
1
1
内
線
7
7
6
)
ま
た
は

市
町
村
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

支」い。【
国
土
利
用
計
画
法
}

昭
和
四
十
九
年
に
成
立
し
た

「
国
土

利
用
計
画
法
」
は
、
か
た
よ
ら
な
い
国

土
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、
土
地
利
用
対

策
の
北
本
を
示
し
た
法
律
で
、
三
本
の

性
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
国
土
利
用
計
画
に
基
づ
く

各
県
の
「
土
地
利
用
基
本
計
画
」
を
定

め
る
こ
と
で
、

富
山
県
で
は
昨
年
六
月

に
こ
の
計
画
に
つ
い
て
の
国
の
承
認
を

受
け
、
こ
れ
を
基
に
土
地
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
二

つ
目
は
、
地
価
の
値
上

り
防
止
と
正
し
い
利
用
を
図
る
た
め
の

土
地
取
引
の
制
限
。
第
三
に
、
遊
休
地

を
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
積
極
的
に
活

用
す
る
た
め
の
手
続
き
を
定
め
る
こ
と

で
、
県
で
は
こ
の
た
め
の
調
査
を
進
め

て
い
ま
す
。

な

っ
て
安
心
し
て
経
営
移
譲
が
で
き

る
よ
う
、
老
後
の
生
活
の
安
定
を
は

か
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
経
営

移
譲
に
よ
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
や

若
返
り
を
は
か
り
、
農
業
経
営
の
近

代
化
を
促
進
す
る
目
的
も
も

っ
て
い

ま
す
。

支
給
の
条
件
は
、
第
一
に
農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
、
第
二

に
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
こ
と
で
す
。

① 

保
険
料
納
付
済
期
間
等
が
加
年

以
上
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
期
間
に
は

法
改
正
に
よ
り
、
出
稼
ぎ
等
で
国
民

年
金
及
び
農
業
者
年
金
の
納
付
が
切

れ
て
い
る
場
合
も
、
四
か
月
未
満
で

あ
れ
ば
資
格
期
間
と
し
て
算
入
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
正

5
年

1
昭
和
叩
年
1
月

1
日
生
ま
れ
の
人
に
つ
い
て
は
特
例

と
し
て
、
期
聞
の
条
件
が

5
年
1
日

熱
帯
・

E
熱
帯
植
物
を
展
示

富
山
市
月
岡
新
に
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

14 

花
と
緑
の
殿
堂
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ

ー
が
昨
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
。
目
で

見
る
自
然
の
学
習
室
、
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
は
、
富
山
市
月
間
新
七
五
。

V
園
芸
に
関
す
る
相
談

V
園
芸
種
首
な
ど
の
展
示
と
普
及

V
花
き
の
生
産
指
導

V
花
と
緑
の
銀
行
富
山
支
庖
の
業
務

推
進
ー
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

，工亘，
同

づ目
く玉
りは

総北
ガ陸
ラてや
ス は
張じ
りめ

て
"σ3 
八鉄

案内図

角
形
。
と
い
う
展
示
温
室
守
バ

ナ
ナ

ヤ
シ
類
、
ゴ
ム
の
木
、
パ
イ
ン
ア

ッ

プ
ル
な
ど
珍
し
い
熱
帯
、
亜
熱
帯
植

物
が
約
問
種
、
二
五

O
本
植
え
こ
ま

れ
、
色
と
り
ど
り
の
鮮
や
か
な
花
が

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
々

年
で
よ
い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

日
歳
に
な
る
ま
で
に
、

③

で
述

べ
る
経
営
移
譲
を
済
ま
せ
て
い
る
こ

と
。
た
だ
し
、

ω歳
に
な
る
前
に
移

譲
し
た
と
き
は
、

ω歳
に
な

っ
た
月

の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

② ③ 

農
地
等
の
権
利
を
一
括
し
て
、

経
営
主
の
後
継
者
ま
た
は
第
三
者
に

譲
渡

(所
有
権
及
び
使
用
収
益
権
の

移
転

)
す
る
か
、
第
三
者
に
貸
す

(使
用
収
益
権
の
設
定
)
な
ど
に
よ
り
、

.そ
の
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
。

な
お
、
第
三
者
に
移
譲
す
る
と
き

は
、
叩
ア
ー
ル
の
自
留
地
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
の
経
営
移
譲
が
終
了
し
た
日

の
一
年
前
に
、
初
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
等
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
。

④ 

* 

し
た
が
っ
て
、
経
営
移
譲
が
行
わ

れ
て
い
れ
ば
、
最
も
早
い
例
で
は
、

国鉄富 山駅

... ・凶孟~
国道8号線

有沢線 南富山駅

神j通11 

国道

E 立宮線 上線主
上i竜

4線守1 線室山

開発駅前2 開発駅
λ パ-Ill道

一ーーー

ーーーー ー

.鰍センター. ー

フラワーセンター

と
し
た
モ
デ
ル
花
壇
も
人
気
を
集
め

引
き
続
き
、
池
と
水
の

ロ
ッ
ク
ガ

l

デ
ン
、
芝
生
広
場
な
ど
を
造
成
中
で

す
。
あ
な
た
も
、
花
と
緑
に
憩
い
を

求
め
て
は
:
:
。

大
正

5
年
1
月
生
ま
れ
の
人
が
日
年

2
月
分
か
ら
の
支
給
を
受
け
ま
す
。

支
給
額
は
、
別
表
に
あ
る
よ
う
に

保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
計

算
さ
れ
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
協
ま
た
は
市

15 

町
村
農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ

支」い
。

保険料納 経営移譲年金額

付済期間 月 害責 年 客貢

5 年 17，600円 211，200円

10 年 23，466 281，600 

15 年 29，333 352，000 

20 年 35，200 422，400 

25 年 44，000 528，000 

30 年 52，800 633，600 
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昭和50年の国1実収入と消貸支出の伸び 口名目.実質(富山市勤労者世帯)

実収入 I I 
3 I I 消費支出

~74 I協)

サラリ〕マン世帯の

家計

〈富山市〉

ラ
リ
!
?
ン
世
帯
(
世
帯
主
平
均
年

齢
四
二

・
一
才
、
世
帯
人
員
三

・
八

九
人
)
の
家
計
収
支
に
つ
い
て
の
あ

ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

一
世
帯
の
実
収
入
(
税
込
み
)
は

年
間
三
二
五
万
円
、
実
質
五
・
=
一

軒
増
と
や
や
持
ち
な
お
す

年
間
三
二
五
万
円
、

一
世
帯
の
実
収
入
(
税
込
み
)
は

一
か
月
平
均
二

十
七
万
一
千
円
と
な
り
、
前
年
に
く

ら
べ
、
一
七

・
一
が
れ
の
増
加
、
ま
た

物
価
上
昇
分
を
差
し
引
い
た
実
質
で

も
五

・
三
が
れ
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

実
収
入
の
動
き
を
昭
和
四
五
年
以
降

で
前
年
に
く
ら
べ
二
五

・
五
軒
増
加

光
熱
費
は

一
か
月
当
た
り
六
千
円

み
な
さ
ん
に
こ
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
家
計
調
査
の
昭
和
五

O
年
一

年
間
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
富
山
市
の
サ

20 

に
つ
い
て
み
る
と
、

四
八
年
ま
で
は

景
気
の
影
響
に
よ

45 46 47 48 49 50年

る
起
伏
を
伴
い
な

が
ら
も
実
質
増
加

を
続
け
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
四
九

た
。

年
は
実
質
減
少
と

な
り
、
物
価
高
騰

の
影
響
の
大
き
き

が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。
五

O
年
は

物
価
が
沈
静
に
向

っ
た
こ
と
も
あ
っ

し
、
実
質
で
も

一
0
・
こ
が
れ
の
伸
び

と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
で
は
電
気
代

が
実
質

一
五
・

こがれ
増
、
ガ
ス
代
が

九
・
五
軒
増
加
し
て
い
ま
す
。

被
服
費
は

一
か
月
当
た
り

一
万
九

千
円
で
前
年
に
く
ら
べ
二
一

・

o
r

増
加
し
実
質
で
も

二
ハ

・
五
がわ
伸
び

て
い
ま
す
。
四
八
年
の
繊
維
製
品
の

高
騰
も
落
ち
つ
き
、
四
九
年
の
買
い

控
え
か
ら
五

O
年
は
徐
々
に
購
買
意

欲
が
回
復
し
て
き
た
よ
、
つ
で
す
。

雑
費
は
、
文
化
的
支
出
と
も
い
わ

れ
、
近
年
増
加
率
が
高
く
最
近
で
は

生
活
費
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す。

五
O
年
は

一
か
月
当
た
り
七
万
七

千
円
で
前
年
に
く

べ
て
一
三

・
七

50年

h

増
加
し
ま
し
た

、
実
質
で
は

O

六かれ
減
と
な
っ

に
い
ま
す
。

随時

れ
は
自
動
車

寸
関
係
費
が
実
質

に
も

一
五

・
五
行

し
た
も
の
の
、

教
育
二
四
・

二
軒
、

増
と
大
き
く
増
加

保
健
医
療

一
五

・
六
折
、
交
際
費
四

で
す
。

-
一
軒
と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
た
め

貯
蓄
性
向
は
い

ぜ
ん
高
い
が
消

費
性
向
は
や
や

上
向
く

手
取
り
収
入
の

う
ち
、
消
費
す
る

割
合
(
平
均
消
費

性
向
)
は
六
九
・

o
rで
前
年
よ
り

少
し
上
昇
し
、
消

費
が
や
や
上
向
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
全
国
の

七
七

・

o
rに
く

図4平均消費性向 1
黒 字率 }の動き
エンゲル係数 l

(富山市・勤労者世帯)
(%) 

100 

て
や
や
持
ち
な
お
し
て
い
ま
す
。

実
収
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
世
帯

主
の
勤
め
先
か
ら
の
定
期
収
入
は
一

か
月
平
均
十
四
万
八
千
円
で
、
前
年

に
く
ら
べ
て
二
三

・

o
rの
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
実
収
入
の
伸
び
に
毎
年
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
賞
与
・
臨
時
収

入
は
、

一
か
月
当
た
り
に
し
て
五
万

四
千
円
で
四
九
年
の
九

・
九
計
増
に

対
し
、
五

O
年
は
企
業
経
営
の
不
振

を
反
映
し
て
か
逆
に

0
・
九
が
れ
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
、
王
の
賞
与
の
推
計
額

を
み
ま
す
と
、
夏
期
賞
与
は
二
七
万

五
千
円
、
年
末
賞
与
は
こ
八
万
三
千

円
で
夏
期
、
年
末
い
ず
れ
も
定
期
収

入
の
一

・
九
か
月
分
と
な
っ
て
い
ま

す
こ
の
ほ
か
、
妻

・
世
帯
員
収
入
は

一
か
月
当
た
り
五
万
五
千
円
と
前
年

に
く
ら
べ
て
二

0
・
六
が
れ
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
、
世
帯
員
の
家
計
協
力

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
費
(
消
費
支
出
)
は
年
間
ニ

O
三
万
円
、
実
質
四

・
八
軒
の
増

カ日五
O
年
の
一
世
帯
の
生
活
費
(
消

ら
べ

る
と
か
な
り
下
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
預
貯
金
に
向
け
ら
れ

た
割
合
は
一
二

・
九
が
れ
と
前
半
よ
り

一一

・
三
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
全
国
の

四

・
八
軒
を
か
な
り
上
回
り
、
引
き

続
き
市
民
の
貯
蓄
性
が
強
く
現
わ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
、
家
計
調
査
は
無
作
為

抽
出
に
よ
り
対
象
世
帯
を
え
ら
び
ま

す
が
、
富
山
市
は
調
査
世
帯
数
が
勤

労
者
世
帯
で
約
七

O
世
帯
で
あ
る
た

め
地
域
、
収
入
面
で
の
か
た
よ
り
が

あ
ら
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
解
く
だ
さ
い
。
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，'d， 11 主れ がI 'ii.f立:
{出川名 1月からみ

，'tu EI 室名 キ件j 斗主1.¥1. f(岡円村守) た1j刀~.!Iカ1‘Jら辛0。み-6) 
(Iq) たt!rH'ψd

食バン 普通品 1 h.g 271 O み そ 並、袋入(lkg入) 1袋 218 。
日フo Jf/I 即席中華めん袋入リ 100g 47 0 証少 糖 上自 1 kg 287 2.5 

一ーメン

あ じ まあじ)L(長さ約15cm以上) 100g 66 ム19.5 レモン l個約110g、「サンキス卜」 1 kg 718 16.4 

さ は 九(長さ約25cm-35cm) 100g 29 ム6.5 パナナ 1 kg 217 30.7 

L、 台、 するめいか 100g 85 ム22.7 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 157 。
牛 肉 中 100g 305 1.7 せt先んたく芹斉lll 合(2成，65洗kg剤入、)組状平fj入 1箱 653 。
豚 肉 中 100g 200 6.4 ベニヤ板 2ラ~ワII等ン(材1 8、2c普m 通X9令1c板mX、 2J7A MS ) l枚 315 1.6 

ノ、 ム プレスハム、上 100g 178 1.7 ワイ(シil止ャ車万ツ) ブカロyターード、80ポ番リ手エ、ス白ア、ル普出通紡品 l枚 2，100 。
午 手L 加工乳(200c.c入)月極め 14: 51 0 せんたく代 綿配達、、ワ料イ金シ後ャ払ツ(い;カンター) l枚 108 2.9 

鶏 O1J 1他|約60g 1 kg 353 12.1 灯 t由 白灯油、詰替売り、配達 18 e 740 0.3 

キャベツ 1 kg 208 2.5 
プロ，々ン

家庭用、 10旬、容器代除く l本 1，500 。
ガス

ほうれん尊 1 kg 313 2.3 カ自'、ノ動リ 車ン 無鉛カソリン現金売り・ 1 e 113 。
大 十艮 1 kg 119 20.2 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，675 。
大 立 黄白豆 100g 29 3.6 

ノマーマネン
コールド(セットを含む) l回 3，825 。

トイ℃

しょう油
t「政キU 、」二・び/レJ印占(20，) 1本

。ノマンテキ ィス 寸ナナイイロン1005%~、プレーン、 1足 200 。
yコー一ーすン 」 430 トy ンクザ ヌ:M、15-20デニール

図2実収入の内訳

費
支
出
)
は
年
間
二

O
三
万
円
、

か
月
平
均
十
六
万
九
千
円
と
な
り
、

前
年
に
く
ら
べ
十
六
・
五
計
増
加
し

実
質
で
も
四

・
八
析
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

生
活
費
は
、
昭
和
四
五
年
以
降
四

八
年
ま
で
は
順
調
な
伸
び
を
示
し
て

い
ま
し
た
が
、
四
九
年
に
は
実
質

0
・
五
計
減
、
五

O
年
は
四

・
八

引
い
増
と
回
復
し
た
も
の
の
、
物
価
狂

乱
前
の
四
八
年
に
く
ら
べ
る
と
実
質

四

・
三

rの
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。食

料
費
・
住
居
費
・
光
熱
費
・
被

服
費
の
支
出
が
実
質
増
加

次
に
生
活
費
の
な
か
み
を
み
て
み

±AF--レょ、っ。

食
料
費
は
一
か
月
当
た
り
五
万

千
円
で
前
年
に
く
ら
べ
一
五
・
八
行

の
増
加
、
実
質
で
も
二

・
四
軒
増
と

富山市の品目別価格(2月分)

49 48 47 46 45 

な
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
回
復
に
向
い

ま
し
た
。
ま
た
エ
ン
ゲ
ル
係
数
(
生

活
費
に
占
め
る
食
料
費
の
割
合
)
を

み
る
と
二
九

・
九
行
と
な
り
、
前
年

の
三

0
・

o
rを
若
干
下
回
り
ま
し

た。
さ
ら
に
く
わ
し
く
み
ま
す
と
、

近
年
増
加
を
続
け
て
い
た
し
好
食

品
が
前
年
に
く
ら
べ
二

・
三

r増

加
し
ま
し
た
が
実
質
で
は
二

・
六
行

の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
食
料

費
の
な
か
で
値
上
が
り
の
一
番
小
さ

か
っ
た
野
菜
が
二

・
三
官
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

守B

反
面
、
実
質
増
加
の
目
立
っ
た
も

の
は
肉
類
九

・
九
官
増
、

外
食
九

・

三
軒
増
、
乾
物
八

・

o
r増
、
塩
干

魚
介
六

・
五
軒
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
肉
類
は
四
五
年
以
来
増

加
を
つ
づ
け
、
前
年
減
少
を
示
し
た

外
食
も
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

住
居
費
は

一
か
月
当
た
り
一
万
六

千
円
で
前
年
に
く
ら
べ
二
五

・
O
かれ

増
加
し
、
実
質
で
も
一
九

・
七
許
と

大
き
な
伸
ぴ
を
示
し
ま
し
た
。
内
訳

で
は
家
賃
地
代
が
大
き
く
増
加
し
た

ほ
か
、
値
上
が
り
の
小
さ
か
っ
た
家

具
什
器
が
実
質
で
大
き
く
伸
び
ま
し

を力主イナ
j主 ・生鮮食料品は上・ 中・下旬の平均価格、その他 の 品目は中旬の価格です 。ム印は 、

オフ
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2月3日・222222二

婦人の力で農家生活を改善しようという農村の生活

改善実行グループ員らが発表する「第20回県農家生活

改善実績発表大会」が、 3日農協会館で聞かれました。

約 700人の農村婦人の前で発表したのは、各地区代

表の11人。この中で、八尾町保内の舘野喜代美さんが

農村の健康管理をめざして、農協婦人部が一体となっ

て食生活の改善と共同の農作業の実施に取り組んだ体

験を発表、知事賞を受けました。今年は農業生産と結

びついた発表が目立ち、農村婦人のグループ活動が実

を結びつつあることが伺われました。

2月6日 ・ 県化学工業会が発足

県内の化学工業会社が相互の連絡を密にし、経営改

善を図ろうという「富山県化学工業会」が発足、創立

総会が 6日、県民会館で聞かれました。

県内の化学工業は、県工業発展の中核的位置を占め

てきましたが、これまでに業界を横に結ぶ組織がなか

ったこと、また昨年の、戦後最大といわれた興人の倒

産をきっかけに、大同団結の必要性が指摘されたため

県などが創立を働きかけたものです。総会では、役員

選出のほか、低成長時代を生き抜くための情報収集・

交換を積極的に行い、経営の効率化を図る、などの活

動方針を決めました。

，....， -'-'~第 6 回富山県青年の船
2月98・ 11月にフィリピン訪問を発表

県は 9日、 51年度の県青年の船(第 6回)の草案をま

とめ、県民会館で聞かれた準備委員会で明らかにしま

した。

草案は、 11月に90名の団員をフィリピンへ派遣する

というもので、その後 4月の庁議で正式決定され、 4

融睡画睡堕睡睡瞳蝿哩....._............-

月16日から 5月15日まで団員を募集し ます。

応募資格は、富 山県に 1年以上住む満20-29歳の青

年て¥これまでに海外渡航の経験のない人に限る、な

どです。受付は各市町村の青少年担当課で行います。

2同日日・ 皇太子ご夫妻
rつ L.J'" 15年ぶりにご来県

14日から聞かれる「おおやま国体」へのご出席と県

内事情ご視察のため、 13日皇太子ご夫妻が来県されま

した。

今回のご来県は、昭和36年第20回全日本産業安全大

会に行啓されて以来15年ぶり 2度目。 16日まで、国体

開会式へのご臨場、各競技場でのご観覧のほか、県内

にある産業、福祉、スポーツなどの施設を訪問 きれま

した。懇談会も多くもたれ、県民との接触 を深められ

た後、 16日富山駅からご帰京されました。

戸""...~，....， .. ‘「おおやま国体」閉幕する
2月14l::::1・ 富山県、男女総合9位に

参加都道府県41、選手団 1，926人という、冬季国体

史上最大のスキー競技会(第31回) rおおやま国体」が

14目、立山に美と力と友情と。をテーマに大山町与四

兵衛平で開幕しました。

守9

髄輯蝿蝿臨酷醐輔酷蝿瞳瞳睡瞳瞳瞳瞳睡盟錘盟睡塑瞳瞳瞳瞳鍾醐

15日からは極楽坂、粟巣野両会場で各競技が始まり、

連日寒さを吹きとばす熱戦が展開されました。 17日で

全競技日程を終え、男女総合、女子総合とも北海道が

優勝。62人という史上最高の県選手団は、 8位入賞を

のがしたものの、教員を中心に 4人が優勝するなど大

活躍をみせ、これまで最高の総合 9位に躍進、県民の

期待を見事果たしました。

2月20日 ・ 2zzzz-スカイ計

20日、県ブルースカイ計画の一部改定が、県公害対

策審議会から中田知事に答申きれました。この答申は

同審議会大気汚染部会の決定を受けたもので、工場等

から排出される硫黄酸化物について、 53年度を目標と

した新しい環境保全計画を内容としています。(この

項本文参照)

ロ rI~中小企業の安定振興を2同23E3・
I ..J--'--I.....県不況対策連絡会議開く

県、金融機関、商工団体などで構成する県不況対策

連絡会議が23日聞かれ、最近の経済情勢と今後の対策

などについて協議しました。

席上、あいさつに立った皆川商工労働部長が新年度

の県予算案について説明。この中で、 「新年度は景気

浮揚策として公共事業を 100%受け入れ計上した。ま

た、新年度の目玉事業として中小企業安定振興基金を

創設した」と述べました 。こ れに対し各委員から振興

基金への質問が出され、県側は、中小企業安定振興基

金協会の設置など、具体的な検討を約束しました。

，......，--，....， .....青少年育成県民会議
2月25l::::1・ 社会環境浄化で宣言

青少年育成県民会議は25日、 「青少年をとりまく社

会環境浄化推進大会」を聞き、 水年々悪化する社会環

境の浄化 に一層まい進する砂という大会宣言をしまし

fこ。

大会には県内市町村青少年育成会議の代表ら約 100

人が出席、まず、民放、映画、書庖、ボウリングの業

界代表が、青少年に悪い影響を与えることに対しどの

ような努力、自主規制をしているかなどについて報告

しました。 これに対し厳しい指摘の声が出されたあと

最後に先の大会宣言を採択したものです。 ¥

2同 26円 ・ 県、適正配置などを諮問
I ..J'-UL....J ~I 一一卸売市場審議会に

県は、 5年前にたてた県卸売市場整備計画を見直し、

現状に合致した計画に改正するため、 26日県却売市場

審議会を聞き、却売市場の適正配置などを諮問しまし i
た。

この改正は、消費者購売、商品形態、交通事情ーなど

の変化に伴って、昭和60年度を目標にした計画を策定

するもの。次回の審議会(5-6月)で実質審議し、答申

(7-8月)を経て10月に県が計画を公表する予定て¥県

内22の市場を合理化、近代化する基本方針が出されま

す。

2月27日 ・ 芸忠告転作を

県農業水産部は27日、 35市町村に51年産米事前売り

渡し申し込み限度数量と転作目標面積の配分を内示し

ました。

限度数量は全国で 870万~。県全体では24万 7，600

~と、前年比 7，900f"，減少。前年に比べて増加した市

町村はなく、全般的に都市化が進む市町の数量減が目

立ちました。

また転作目標面積は 2，080haとなり、県は水田総合

利用対策計画(51-53年度)をたて、一般奨励作物の野

菜や飼料作物なとーへの転作を促進する予定です。

[ 内，....， .....2月定例県議会
2同28R・I ..J'-UL.....，J ~ 51年度県予算を決定

18 

昭和51年度の富山県予算案を審議する 2月定例県議

会が、 28日から 3月18日までの20日間聞かれました。

中田知事が「景気回復のための公共事業拡大、社会

福祉施策の充実、中小企業対策に特に配慮した」と予

算案を説明。最終の本会議て¥ 一般会計 1，682億円、

総額で 2，060億円の51年度予算を採択しました。 この

ほか、 「地下水の採取に関する条例」の制定など、計

58議案が採択されました。



お
泥
か
ん
が
い
事
業
と
は

昇
効
果
に
よ

っ
て
肥
料
分
解
度
の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

「
お
泥
か
ん
が
い
」
と
い
う
耳
慣
れ

い
わ
ゆ
る

n
流
水
客
土
。

こ
の
土
質
改
良
に
よ
っ
て
水
田
の

生
産
性
が
向
上
し
、
米
質
が
改
良
さ

な
い
言
葉
。

事
業
で
あ
る
。

れ
る
ば
か
り
で
は
な
い

。
か
ん
が
い

水
の
地
下
渉
透
が
少
く
な
る
た
め
、

水
田

へ
の
客
土
は
、
以
前
は
も
っ

ぱ
ら
人
力
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

地
域
全
体
の
用
水
量
の
節
減
が
み
ら

れ
る
な
ど
、
効
果
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。

近
年
、
動
力
に
よ
る
ト

ロ
ッ

コ
運
搬

や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
搬
入
工

法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
き
ら

に
事
業

コ
ス
ト
の
最
も
安
い
流
水
客

大
き
な
実
績
を
も
っ
富
山
県

土
へ
と
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

き
な
実
績
を
も
っ
て
い
る
。

富
山
県
は
、
こ
の
流
水
客
土
に
大

流
水
を
利
用
し
て
老
朽
化
し
た
漏

水
田
に
粘
土
質
土
壌
を
客
土
す
る
こ

と
で
、
漏
水
田
の
保
水
、
保
肥
力
を

強
め
、
か
ん
が
い

水
温
と
地
温
の
上

昭
和
二
六
年
度
か
ら
三
五
年
度
に

か
け
、
黒
部
川
の
両
岸
に
わ
た
る
新

川
平
野
の
五
、
五

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
施
行
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
全
国

昭和37年に県営土地改良事業として着工さ

れて以来、 14年間にわたって営々と続けられ

てきた 令砺波お泥かんがL、事業。 が完成し 、

去る 3月29日中田知事らが出席して完工式が

行われた。

この事業は、水漏れのはげしい 、ザル田砂

が多く 、低生産性に悩まされてきた砺波地区

の5，700haもの水田に客土したもの。総工費

24憶7，000万円と、約 170万 m'にのぼるぼう大

な量の赤土が投入された大規模事業である。

全国の実施地区において打ち切り完了とい

う失敗例が多く、難事業といわれるこの事業

が成功した裏には、地元民の一致した協力体

制がありご米づくり砂にかける農民の熱意と

忍耐力が結実したものといえる 。

的
に
も
こ
れ
が
元
祖
だ
と
い
わ
れ
て

いヲ
hv
。

そ
の
後
、
上
市
川
の
両
岸
上
市
町

周
辺
、
早
月
川
の
両
岸
滑
川
市
周
辺

片
貝
川
の
両
岸
魚
津
市
周
辺
と
、
県

東
部
で
順
次
施
行
さ
れ
、
大
き
な
効

果
を
挙
げ
て
き
た
。

砺
波
平
野
は
、
庄
川
氾
濫
に
よ
る

扇
状
沖
積
層
の
た
め
、
砂
質
浅
耕
土

の
い
わ
ゆ
る
か
ザ
ル
因
。
と
呼
ば
れ

る
漏
水
田
地
帯
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
水
温
と
地
温
の
低
下

が
肥
料
溶
解
度
と
保
肥
力
を
弱
め
、

鉄
分
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
を
含
む
粘
土

-
一
白
土
・
援
の
不
足
か
ら
、
併
に
い
う

か
秋
落
。
現
象
が
み
ら
れ
た
。
資
本

投
入
に
比
べ
、
生
産
性
の
低
い
水
田

が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
元
来
用
水
量

に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
機
械

町
、
高
岡
市
(
戸
出
、
中
田

大
門

化
に
よ
る
代
撞
期
間
の
短
縮
や
就
労

の
変
化
に
伴
う
用
水
使
用
の
集
中
化

に
よ

っ
て
、
時
に
は
用
水
不
足
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
、

地
域
農
民
の
悩

み
に
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
悪
条
件
を
排
除
す
る
た

め
、
昭
和
三
七
年
度
か
ら
砺
波
市
を

は
じ
め
、
庄
川
町
、
井
波
町
、
福
野

町
に
わ
た
る
五
、
七

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
ぶ
広
大
な
水
田
を
対
象
と
し
て
、

お
泥
か
ん
が
い
事
業
が
着
工
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

事
業
は
次
の
経
過
で
進
め
ら
れ
た
。

①
昭
和
三
七

1
三
八
年

庄
川
右
岸
地
域
か
ら
大
門
町
に
か

け
て
の
五

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル

(採
土
地

砺
波
市
安
川

②
昭
和
三
九

i
四
三
年

庄
川
沿
い
左
岸
地
域
九

O
O
へ
ク

タ
ー
ル
(
採
土
地

庄
川
町
金
屋

③
昭
和
四
四
1
五

O
年

庄
川
左
岸
地
域
四
、
三

O
O
へ
ク

20  

タ
ー
ル
(
採
土
地

城
端
町
北
野

井
口
村
赤
祖
父
)

工
法
的
に
は
、
砺
波
地
区
は
新
川

地
方
に
比
べ
て
地
形
が
緩
く
、
か
つ
、

採
土
質
が
悪
い
た
め
、
泥
水
の
流
下

に
苦
慮
し
た
。
最
新
か
つ
大
規
模
な

微
粒
化
施
設
に
よ

っ
て
導
水
路
で
の

堆
積
を
少
く
し
、
そ
の
ほ
か
労
働
力

不
足
の
カ
バ
ー
の
た
め
に
も
多
く
の

機
械
が
活
用
さ
れ
た
。
完
工
時
の
赤

祖
父
採
土
地
に
あ
る
プ
ラ
ン
ト
は
、

世
界
に
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
設
備

と
い
わ
れ
て
い
る
。

この事業の受益地

/歩'

j 街

。'3



青い空を求めて
青い空を守り、青い空をとりもどすために、

動〈大気汚染測定室(公害測定車)が公害セ

ンターから出動する。

d園田園圃圃圃圃みなさんの広報課から「お知らせ」
. みなさんの広報課は、県庁の玄関の石側lこありま .新聞「みん怠の県政J は4紙に登載

ー す。広報課は、県民のみなさんのご意見やご希望、 信用の最終土曜日に、北日本・富山・読売・北陸中

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

があって、みなさんと県とのパイプ役としての次刀

ような仕事をしています。

.テレビ「みんなの県政」 でお楽しみく万さし、

*北日本放送 (KN8)

毎週の日曜日、午前9時から30分間力ラ 放送

県政ふるさとめぐり、県施策を苅談 ・座談会などで

わかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34)

自週の月曜日から工曜日までの白目、午後5時4扮

から(土曜日のみ午後5時25分から)5分間力ラ

放送。

県からのお知らせ、郷土の伝統産業、県内ι漢術工

芸昂紹介、みなさんの声などをユニークに蹴る

.月刊誌「みんなの県政J は包月 5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

日の各新聞に、県政の最近の動きや島近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはお気軽に県民相談室ヘ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民相談室(広報課内)

〒930富山市新総由輔Tの7ft(0764)31-4111

高岡地方県民相談室

干933高岡市赤祖父211高岡総合庁書内

宮 (0766)21-9411

魚津地方県民相談室

〒937魚津市新宿10-7魚津総合庁舎内

宮 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室

〒939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁書内

宮 (07633)3-5151 

.みんなの県政4月号.No.87・企画発行 富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪1の7告 31-4111干930
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